
船橋市市民活動サポートセンターだより Vol.59

令和6年
（2024年）

3月

ふなばし市民活動フェアふなばし市民活動フェア
来場者468人　参加団体70団体来場者468人　参加団体70団体

沢山の出会いがありました！沢山の出会いがありました！

開催記録

みんなが参加できるフェアが帰ってきました
市民活動フェア実行委員会委員長　谷合　哲行 氏

第15回市民活動フェアが 2023年12月2日, 3 日の 2 日間実施されました。
今年は” 来て・見て・聞いて・あなたも地域デビュー” をキャッチコピーとし

て掲げ、多くの市民団体と参加者に会場に足を運んでいただく事ができました。
出展団体の中には 30 ～ 40 代の若い世代が中心となっている団体も増えてきました。さらに

特別企画として千葉スカイセイラーズによるトークショーや森永康平氏による基調講演を行い、
これまで市民活動にはあまり関わりを持ってこなかった世代の参加者にも興味をもっていただく
事を目指しました。

会場ではNPO法人フードバンクふなばしによるフードドライブ活動や夏休みボランティア体験
発表会などの企画も実施され、これまで以上に幅広い分野・世代の市民活動が体験できる企画に
なりました。

さらに今回はじめて地域で CSR 活動を展開する 5 つの協賛企業(IKEA Tokyo-Bay, 石井食品
株式会社、クボタスピアーズ船橋・東京ベイ、千葉ジェッツふなばし、千葉スカイセイラーズ)に
パネル展示と協賛品の提供を受け、スタンプラリーを実施することもできました。

地元企業・行政・市民団体の 3 者が協働して新しい市民活動フェアを作り上げてゆく。そんな
新しい時代の幕開けが感じられるフェアになりました。

“紙面に掲載しきれない情報を発信中”
市民活動サポートセンター運営協議会　公式X（旧Twitter）



パネル展示、ブース出展＋スタンプラリー

パフォーマンス実演

ふなばし夏のボランティア体験　感想発表会

日頃地域支援にご尽力いただいている企業やスポーツチームから
協賛をいただき、活動内容紹介のパネル出展を行いました。また、
今回から来場者により楽しく多くの出展ブースを見ていただくため
スタンプラリーを行いました。
5つの出展ブースを回ってスタンプを集めるとハズレ無しの抽選
に参加できるというものであり、協賛各社様から、ステキな賞品を
たくさんご提供いただいたこともあり、2日間で256人もの方がス
タンプラリーに参加してくれました。
また、同時にサポセンのX(旧Twitter)アカウントをフォロー頂
いた方には@ワン@にゃんのカワイイステッカーも配布しました。

17団体がきららホールにてパフォーマンスを実演しました。

中学生から大学生までが行ったボランティアの活動報告で８人の
方の発表でした。
障害者の福祉作業所、三番瀬での環境問題への取り組み、高齢者
施設でのお手伝い、災害防災への向き合いなど様々な事を体験から
学んだ様です。
また、これからどうしたら良いのかの思いも語って頂きました。
610人のボランティア体験者のごく一部の発表でしたが体験者の
成長の一助となり、また継続的なボランティア活動の始まりになれ
ばと思っています。

延べ44団体がブースを出展し、市民活動に興味がある方に対して各団体が活動のPRを行いました。

ウクレレの皆さん楽しそう チアダンスでみんな笑顔に 介助犬に癒される 笑いヨガで元気をもらう
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プロボノの取り組みについて

ふなボノふなボノ

②団体HPトップページ

①団体HP
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①団体HPトップページ

Instagram 採択事業の詳細

成長に合わせ次々サイズアウトしていく子ども服を地域でおさがりしていく
「交換会」を年4回程開催しています。
持参した服の点数分、会場の服を持ち帰ることができます。
会場で絵本の読み聞かせや体操など、親子で参加できるイベントも行ってい

ます。
新生児サイズの服は、乳児院や小児科への寄付も行いました。

交換会を継続させるため、会場費、広報、洋服保管のための防虫剤、保管箱
や場所の確保…、様々な経費が発生します。
より良い活動を継続し、また多くの方に活動を知って頂くきっかけになると

思い助成金を申請しました。
特に新生児サイズのきれいなお洋服を、プレママ・パパにお渡しすることで

「地域でのおさがり」という循環を早くから知ってもらい、いろいろな場所で
服が、人の交流が、ぐるっと巡ってほしいと願っています。

市民に廃棄衣料を社会課題として認識いただける意義のある事業である点か
ら採択となりました。

ふなボノは2017年から活動している団体です。ゲームやワークショップを通して楽しくまちづくりについて
考える活動や、地域で活動している団体や地域に参加したい人々をつなぐ活動に取り組んでいます。

「ふなボノ＋」（https://grant.community/funabono）という取り組み
を通して、プロボノ支援を受けたい団体と支援したい人をつないでいます。
2023年10月にプロボノ説明会を開催して以来、2件のプロボノプロジェ�

クトが完了しています。

①NPO法人発達障害支援ネットYELL　（活用内容：ホームページの作成）
Webサイトに活動の報告などの情報を自分たちで掲載できるところまで

教えていただいたので、自分たちの活動に合わせてこまめに情報発信できる
ようになりました。

②スペシャルキッズプロジェクト　（活用内容：ホームページの作成）
Webサイトができたことはもちろん、これまで関わりのなかった業種の

方と繋がれたのはとても心強いことでした。
プロボノは作業工程が提示されていて今どの段階にいるのか、これからど

のように進んでいくのか、現状を把握できたことはとてもありがたかったです。
とにかくやってみよう！　という気持ちでチャレンジして本当に良かった

と感じています。

令和６年度市民公益活動公募型支援事業の採択団体（Ⅰ型）をご紹介♪

プロボノ（※）運営団体をご紹介♪

活動内容

活動内容

プロボノを活用した団体の感想

助成金を申請した理由

採択となったポイント

ぐるっと交換会ぐるっと交換会

（※）�職業上の経験やスキルなどを持つ市民が、ボランティアで市民活動団体
の課題解決に協力する取組



スペシャルキッズプロジェクト
童謡文化の会
いごっちクラブ
むねあかどり
ゴスペル・マムズ
はぐくみハグミー
特定非営利活動法人終活支援センター千葉
丸山サンクチュアリ
ハーモニーｓｈｉｐ
船橋市聴覚障害者協会
NPO法人
ネモちば不登校・ひきこもりネットワーク
NPO法人
千葉・在宅ケア市民ネットワークピュア
新世紀美術協会千葉支部
ぐるっと交換会
明治大学校友会　船橋地域支部
特定非営利活動法人人財育成支援センター
特定非営利活動法人コハレ LABO

令和６年度ふなばし夏のボランティア体験
３月４日（月）から受入団体の募集を
開始します！
詳細は右のコードからご確認ください。

（申込順）

編集・発行：船橋市市民活動サポートセンター運営協議会
【市民活動サポートセンター】
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休館：12月29日～翌年1月3日（休館日その他、臨時に定める場合があります）

【事務局】
船橋市 市民協働課　TEL：047-436-3201　FAX：047-436-2299
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センターに関する
 最新情報はこちら▶

（ふなばし市民力発見
サイトにリンク）

《市民活動サポートセンター》や、《しみんりょく》についてのご意見をお待ちしております。

※ 市民活動サポートセンターの窓口でも相談を受付けてい
ます。

日時

３月１９日(火)、４月４日(木)
４月1 ６日(火)、５月２日(木)
５月２１日(火)、６月６日(木)
いずれも午後 各回50分

申込
1週間前までに上のコードから予約または市民協
働課（047-436-3201）にご連絡ください。

早いもので、この「しみんりょく」の編集に携わってから、今号で７号発刊、１年
と９か月になります。

皆様の活動をご紹介しながら、多くの事を学んできました。
活動の為の、＜ヒト・モノ・カネ＞その色々な問題や解決方法、成果を少しでもお伝えできたでしょうか？
この任期最後の「しみんりょく」発刊まであと３か月、初心に帰って編集に取り組み、皆様の活動の一助になる紙面に

なればと思っています。 M・T

ふなばし市民力発見サイト “BLOG”

令和６年度市民公益活動公募型支援事業
採択事業（Ⅰ型）が決定しました！

本誌「しみんりょく」の制作風景や、各種イベ

ントの裏側など、サポートセンタ―運営協議会

の面々がブログに投稿中。

登録団体さまであれば、どなた

でもブログ機能をご利用可能です。

是非、日々の活動をご紹介ください！

団体の立ち上げや広報活動など、市民活動に関する困り
ごとをお気軽に相談してみませんか。

市民活動に関するなんでも相談窓口

こんな相談対応しました！（令和5年12月分）
　　・助成金申請に向けた相談　　　・新規事業の始め方

採択事業の詳細はこちら▶
※Ⅱ型の採択事業はありませんでした。


